
162　被　服

D 85
絹織物に対する視覚

円光大家政教育

〔(社)日本家政学会

　　一日本学生と韓国学生一

朴　一録　　文化女大家政　成瀬　信子

　目的　織物に対する視覚的評価で、日本の学生の方が韓国学生よりシルクデシンとポリ

エステルデシン(絹様織物）の違いをよく見分けることを示した"。今回は韓国の織物で

両国の学生の視覚的評価がどのように対応するかを調べた。

　方法　試験布は無彩色の白. a.有彩色の赤、青、黄。緑系6色のシルクデシン（韓国

製）を用いた。官能検査は、Scheffgの一対比較法（順序効果のない場合）で官能量とし

ては、色、つや、表面性能。好みに関する1 1項目について、たて方向とよこ方向の２方

向からの検査を５段階評価により行なった.他方、織物の構成、色、光反射特性を測定し

これら色違いデシンの構成、光反射特性などの差を明らかにした。

　結果　官能検査で韓国学生の方が日本学生より全休に官能量の開きが大きく。よこ方向

から評価したつやの大きさ。明るさ以外はすべて韓国学生の分散比が大きい。表面のなめ

らかさと粗さについては日本学生がよこ方向から見た時の評価の方が分散比が高く色違い

試料に対し大きく見分けているが。韓国学生の評価は方向が逆で。たて方向から見た時の

方がよこ方向より分散比がかなり大きい. また、韓国学生と日本人学生の黄系に対する好

みの傾向が大き､く違い、日本人学生が青系の次に黄系がつやが大きいと評価しているのに

対し、韓国学生は、その傾向がはっきIりしていない。韓国学生が黄系を全く好んでいない

評価が。他の評価に影響されているむきがある。

　ｎ成瀬信子　山田由美子　朴一録：日韓合同繊維研究発表論文集651(1983)
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午後1:15～2:00

ン針の貫通力に及ぼす影響

芦田由佳里　川西定子

弓削治

　目的　ミシン針の貫通力は縫製時のミシン条件と被縫布の因子に支配されるが、後者の

被縫布の因子に注目して、前報1)2)では、ミシン針の貫通力に影響を与える布地の因子に

ついて究明した。その結果、貫通力は主に、布地の構造的因子に支配されるもの、機械的

因子に支配されるもの、両者に支配されるものがあり、試料布により貫通力への主に影響

を及ぼす因子が異なる結果を得た。本研究では、布の構造的因子をほぼ一定にして、機械

的因子を変化させるために、試料布に硬化、柔軟処理を行って貫通力を測定し、布地の因

子と貫通力の関係を検討した。

　方法　前報2 )と同じ方法で、貫通力検出器を引張試験機に設置して貫通・引抜き力曲線

を測定した。試料布は組織の異なる編地を中心に織地も用いた。これらの試料に硬化及び

柔軟加工を行い、原布及び加工布の各々ＩＯＯ回の貫通力を測定して極大貫通力W P ，2を

求めた。一方、試料布の構造的因子と機械的因子を測定して、加工仕上げによる試料布の

因子の変化が貫通力に及ぼす影響を検討した。

　結果　特に硬化加工処理によって、せん断剛性、曲げ剛性が大きくなり貫通力W P ,2は

上昇するが、これには充填率も関係する。即ち、充填率が小さい場合、硬化加工によって

せん断剛性、曲げ剛性が上昇して大きな値を示しても、貫通力W p ，2は大きく上昇しない。

これは、機械的因子のせん断剛性、曲げ剛性と構造的因子の充填率が複合的に作用して貫

通力W P ，パこ影響を与えたと考えられる。
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